
ト
カ
ラ
列
島
近
海
で
、
６
月
２
１

日
か
ら
地
震
が
続
い
て
い
ま
す
。
こ

れ
ま
で
直
近
の
地
震
回
数
は
１
，
５

０
０
回
を
超
え
、
過
去
と
比
較
し
て

も
多
い
状
況
で
す
。

住
民
の
皆
様
は
、
不
安
な
日
々
が

続
い
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
心
よ
り

お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す

今
回
は
、
こ
の
ト
カ
ラ
列
島
も
そ

の
１
つ
で
あ
る
有
人
国
境
離
島
に
つ

い
て
、
解
説
し
て
い
き
ま
す
。

《
有
人
国
境
離
島
地
域
と
は
》

日
本
に
は
１
４
，
１
２
５
も
の
離

島
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
、
約
４
１
６

島
に
人
が
住
ん
で
い
ま
す
。
中
で
も
、

有
人
国
境
離
島
と
呼
ば
れ
る
島
々
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
島
々
は
、
日

本
が
領
有
権
を
主
張
す
る
国
境
付
近

に
位
置
し
、
か
つ
人
が
居
住
し
て
い

る
島
々
の
こ
と
で
す
。

《
有
人
国
境
離
島
の
重
要
性
》

我
が
国
の
領
海
等
の
保
全
を
図
る

上
で
、
有
人
国
境
離
島
地
域
の
保
全

と
地
域
社
会
の
維
持
が
極
め
て
重
要

で
す
。
有
人
国
境
離
島
地
域
は
、
日

本
国
民
が
居
住
し
て
い
る
こ
と
に
よ

り
、
漁
業
、
海
洋
に
お
け
る
各
種
調

査
、
領
海
警
備
、
低
潮
線
保
全
区
域

の
監
視
等
の
領
海
等
の
保
全
等
に
関

す
る
活
動
の
拠
点
と
し
て
重
要
な
機

能
を
有
し
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
国

の
領
土
を
守
る
、
安
全
保
障
の
要
で

あ
る
と
も
言
え
ま
す
。

《
有
人
国
境
離
島
の
課
題
》

実
は
、
本
土
か
ら
遠
隔
の
地
に
位

置
す
る
特
定
有
人
国
境
離
島
地
域
は
、

近
年
、
危
機
に
面
し
て
い
ま
す
。
人

口
が
著
し
く
減
少
し
、
将
来
的
に
無

人
化
の
お
そ
れ
が
あ
る
の
で
す
。
一

度
無
人
化
す
る
と
、
活
動
の
拠
点
と

し
て
の
機
能
を
維
持
す
る
こ
と
は
著

し
く
困
難
と
な
り
ま
す
。
こ
の
意
味

で
は
、
今
回
、
地
震
が
起
き
て
い
る

ト
カ
ラ
列
島
に
住
民
の
方
々
が
居
住

し
て
下
さ
っ
て
い
る
こ
と
に
は
大
変

大
き
な
意
義
が
あ
る
と
い
え
ま
す
。

こ
れ
ら
の
離
島
の
多
く
は
、
本
土

と
の
交
通
が
不
便
な
場
合
が
多
く
、

独
自
の
文
化
や
自
然
が
残
っ
て
い
る

こ
と
も
特
徴
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
島

が
魅
力
的
で
価
値
が
あ
り
、
守
ら
れ

て
い
く
べ
き
存
在
で
す
。

《
国
の
離
島
政
策
》

国
は
、
国
境
離
島
の
地
域
社
会
の

維
持
の
方
向
性
を
打
ち
出
し
、
２
０

２
７
年
に
向
け
て
、
ヒ
ト
が
交
流
し
、

そ
れ
に
よ
っ
て
モ
ノ
・
カ
ネ
が
対
流

し
、
島
内
経
済
が
拡
大
す
る
地
域
社

会
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
「
交
流
・

対
流
・
循
環
」
を
生
み
出
す
た
め
の

施
策
の
方
向
性
を
策
定
し
ま
し
た
。

《
基
本
的
な
施
策
の
方
向
性
》

基
本
的
な
施
策
と
し
て
、
（
１
）

航
路
・
航
空
路
運
賃
の
低
廉
価

（
２
）
物
資
の
費
用
の
負
担
の
軽
減

（
３
）
雇
用
機
会
の
拡
充
（
４
）
安

定
的
な
漁
業
経
営
の
確
保
な
ど
が
示

さ
れ
て
い
ま
す
。

特
に
、
雇
用
機
会
の
拡
充
で
は
、

農
林
水
産
物
の
生
産
額
の
現
在
の
水

準
を
維
持
や
、
年
間
延
べ
宿
泊
者
数

を
９
０
万
人
泊
増
や
す
な
ど
が
あ
り

ま
す
。
特
に
観
光
業
に
お
い
て
は
、

「
も
う
一
泊
し
た
い
」
と
旅
行
者
に

思
わ
せ
る
、
島
な
ら
で
は
の
食
や
体

験
な
ど
の
着
地
型
観
光
の
充
実
、
風

光
明
媚
さ
な
ど
を
も
っ
と
前
面
に
押

し
出
す
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

現
職
時
代
に
は
、
恵
ま
れ
た
自
然

環
境
を
維
持
す
る
た
め
の
入
島
税
な

ど
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
に
つ

い
て
議
論
も
し
て
き
ま
し
た
。

皆
さ
ん
も
こ
の
夏
は
ど
こ
か
旅
行

を
計
画
さ
れ
る
際
は
、
国
内
の
離
島

へ
足
を
伸
ば
し
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
？

信
じ
ら
れ
な
い
ほ
ど
の
美
し
い
自

然
の
景
色
な
ど
非
日
常
の
世
界
を
堪

能
で
き
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
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《
や
ま
も
と
・
さ
こ
ん
》

愛
知
県
豊
橋
市
出
身
。
１
９
８
２
年

７
月
９
日
生
ま
れ
。
４
３
歳
。
豊
橋

南
高
校
卒
業
、
南
山
大
学
。
１
１
歳
、

レ
ー
シ
ン
グ
キ
ャ
リ
ア
ス
タ
ー
ト
。

１
９
歳
、
単
身
渡
欧
。
２
４
歳
、
当

時
日
本
人
最
年
少
Ｆ
１
ド
ラ
イ
バ
ー

デ
ビ
ュ
ー
。
３
０
歳
、
帰
国
後
、
医

療
介
護
福
祉
の
世
界
に
。
医
療
法

人
・
社
会
福
祉
法
人
さ
わ
ら
び
グ

ル
ー
プ
の
統
括
本
部
長
就
任
。
２
０

１
９
年
第
２
５
回
参
議
院
議
員
通
常

選
挙
（
比
例
代
表
）
に
自
民
党
公
認

で
立
候
補
し
、
落
選
。
２
０
２
１
年

第
４
９
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
（
東

海
ブ
ロ
ッ
ク
比
例
代
表
）
に
自
民
党

公
認
で
立
候
補
し
初
当
選
。
当
選
直

後
か
ら
、
合
成
燃
料
の
国
産
化
の
必

要
性
を
訴
え
、
３
年
以
内
に
日
本
初

の
実
証
プ
ラ
ン
ト
の
稼
動
を
実
現
し

た
。
ま
た
、
２
０
２
２
年
８
月
、
初

当
選
後
一
年
に
満
た
な
い
中
、
文
部

科
学
大
臣
政
務
官
兼
復
興
大
臣
政
務

官
に
異
例
の
抜
擢
。
科
学
技
術
・
文

化
の
担
務
を
中
心
に
活
躍
。
２
０
２

４
年
第
５
０ 

回
衆
議
院
議
員
総
選

挙
に
自
民
党
比
例
代
表
で
２
期
目
に

立
候
補
す
る
も
落
選
し
現
在
に
至
る
。

英
語
、
ス
ペ
イ
ン
語
を
話
す
マ
ル
チ

リ
ン
ガ
ル
。

前
衆
議
院
議
員

ト
カ
ラ
列
島
近
海
地
震
続
く

有
人
国
境
離
島
地
域
を
解
説



有人国境離島地域：29地域・148島

うち特定有人国境離島地域：15地域71島

北海道:利尻・礼文島
東京都:伊豆諸島南部地域
新潟県:佐渡島 石川県:舳倉島
島根県:隠岐諸島 山口県：見島
長崎県:対馬、壱岐島、五島列島、甑島列
島
鹿児島県:種子島、屋久島、三島、吐噶喇
列島
その他:奥尻島

出典；内閣府「特定有人国境離島地域社会維持推進交付金事業」についてウェブサイトより 加工して作成

資料解説
前衆議院議員山本左近

有人国境離島について

日本の安全保障条上、離島は非常に重要な役割を担っている

交流促進の
ためのきっ
かけづくり

ヒトの往来に
必要な条件不
利性の緩和

島の魅力の再発
見と島での人づ
くりの推進

ヒトの交流の活性化 現場の知恵、発想、意欲

往来・取引の活性化
観光客の島内消費の拡大

地元産品・観光の魅力化

島と国内外の間の
モノ・カネの対流
島内経済の拡大
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